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今日お話ししたいこと
１．人間社会の側面からみた地球温暖化

２．若者が声を上げ始めた！

３．気候正義（Climate Justice）って？

４．どうして気候「不」正義が起きているの？

５．安心な未来のために―残された時間は限られている

６．今、この瞬間から始めよう！私たちにできること

７．主要参考文献・ウェブサイト等

今日はクイズ形式を取り入れて
実施します

学生の皆さんはお手元のデバイス、
地域からご参加の皆様は挙手にて、

積極的にご参加ください！



１．人間社会の側面からみた地球温暖化①

https://digital.asahi.com/articles/ASRCP3587RCNULBH00T.html

他にもこんな影響が！
https://adaptation-
platform.nies.go.jp/tekiou/page03.html

https://
www.b
osai.yo
miuri.co.
jp/featu
re/115
02



第１問：京都市の2023年における最高気温は？

１．38.5度

２．38.9度

３．39.3度

４．40.0度



第１問クイズ回答入力フォームはこちら

お手元のスマートフォンで
読み取ってください！



１．人間社会の側面からみた地球温暖化②

気候

人間社会
生物多様性を
含む生態系

温室効果ガス
排出

気候変動影響

気候変動影響

生態系サービス

適応・緩和

（IPCC第６次報告書第２作業部会
政策決定者向け要約４頁を参考に
一原作成）

影響

人間社会・気候・生態系が
相互に作用しあって、気候
変動の進行・緩和が進む
＝「〇〇〇」（地質時代
（年代）区分のうち、最も
新しい時代である「完新世
（Holocene）」（1万
1700万年前?現代）から、
人類による地球環境への影
響が顕著になった近年だけ
を切り離そうと提案されて
いる新区分（＊））

（（＊）一般財団法人環境イノベーション情報機構ウェブサイトより
https://www.eic.or.jp/ecoterm/?act=view&serial=4677）

⇒これからの人間社会の在り方は、今後の気候変動の行く末に大きく関わる



第２問：前ページででていた「〇〇〇」に
入る言葉はどれでしょうか？

１．更新世

２．完新世

３．人新世

４．石炭世

オゾン層破壊を警告したノーベル化学
賞受賞者のパウル・クルッツェルン博
士が2000年に「完新世は終わった。
我々は人新世界の中にいる」と発言し

たのが契機

この書籍も注目された



第２問クイズ回答入力フォームはこちら

お手元のスマートフォンで
読み取ってください！



２．若者が声を上げ始めた！

https://youthclimateconference.jp/archives/897

・気候変動対策が国際的にも日本国内でも、なかなか進まない
・大人が真剣に事態の深刻さに向き合っていない（緊急性・重要性を適切に判断して政策決定の

優先順位が判断されていない）
⇒将来には存在しない現世代の大人に気候変動対策を委ねていては、対策が適切に進むことが
期待できないと考えた若者たちが、自ら声を上げる必要性を実感し始めた
「私たちの家（地球）が燃えているのに、あなたたち（大人）はいつまでもお金の話をしてい
る」（グレタさん）

３

日本の若者も！

（COP28報道情報を追記予定）



３．気候正義（Climate Justice）とは①

（https://www.nies.go.jp/kanko/
kankyogi/61/column1.html）

左図出典：国立環境研究所『環境儀』
コラム「気候変動のリスクとその構成
要素」

（定義）地球温暖化を単なる
自然環境の問題または物理的
な性質の課題としてではなく、
倫理的政治的問題として捉え
る枠組み。環境正義、社会正
義等の正義概念と気候変動を
関係づけたもので、平等、人
権、集団的権利、歴史的責任
といった論点を持つ。
（UNEPのHPによる定義＞
Wikipediaを引用）

https://www.nies.go.jp/kanko/kankyogi/61/column1.html


３．気候正義（Climate Justice）とは①

（１）地域間の問題

(Samson et al, 2011)

人々の気候変動に対する
脆弱性指標

高

低

温室効果ガス排出の少ない地域
の人々がより脆弱で、深刻な気

候変動影響を受けている

CDVI=
Climate-
Demography 
Vulnerability 
Index

現時点での、ある地域の気候と人口密度との関係を基盤として、
そこに将来の気候変動予測と人口の将来予測を説明変数に加えた指標



３．気候正義（Climate Justice）とは②

？％

（１）地域間の問題

https://www.iea.org/commentaries/the-world-s-top-1-of-emitters-
produce-over-1000-times-more-co2-than-the-bottom-1

温室効果ガスを大量に排出する社会≒
大量エネルギー消費社会≒経済的に恵まれた先進国

気候変動影響を受ける地域≒環境条件がもともと厳しい地域
≒もともと経済的に貧しい途上国・過去に植民地支配を受け
て貧困から抜け出せないでいる地域

？％



第３問：個人消費による温室効果ガスについて、
世界の約半分を排出している富裕層は、世界人
口の約何％でしょうか？

１．15%

２．10%

３．5%

４．1%



第３問クイズ回答入力フォームはこちら

お手元のスマートフォンで
読み取ってください！



３．気候正義（Climate Justice）って？②
（２）世代間の問題

https://www.asahi.com/articles/ASQ2B4WMTP
DDOIPE00Q.html?iref=pc_rellink_05

SSP＝将来の社会経済の発展の傾向を仮定した
共有社会経済経路

1850-1900年の気温データに依拠して予測される世界の地表温度の変化

現世代

将来世代

気温が上昇すると…
・豪雨や台風のような激甚気象の増加
・熱中症の増加
・海氷・陸氷の融解や海水の膨張による海面上昇がも

たらす陸地の水没（等）・・・が予測されている

（IPCC第６次報告書第１作業部会政策決定者向け要約13頁）



４．どうして気候「不」正義が起きているの？
【原因と考えられる要因】
１．見えない

・気候変動の仕組み自体に、未だ解明されていない部分

 ・気候変動の仕組みのうち解明されているが、知らない部分

２．悪くない（とされている）
       当たり前だと受け止められている私たちの日常生活が、気候変動影響原因を生み出すサイ

    クルが社会に組み込まれ、繰り返されている
相手のための丁寧さ、清潔さという親切で優しい気持ちが、過度のラッピングや便利な使

 い捨てのモノの多用や、消毒グッズの過剰消費につながることがある
相手をもてなそうとする善意から大量のごちそうを準備して、フードロスが出ることも

３．遅い
原因気候変動の進行や影響の顕れ方がゆっくりで、人が感知するまでに長い時間がかかる

４．変わることが難しい
生活上記１～３の結果、生活や社会を変える必要性が理解されにくい

 理解されにくいので、価値観の転換が難しい



５．安心な未来のために
―残された時間は限られている

2020-25年の間に温室効果ガス排出量を世界全体で減
少に転じないと、1.5度目標は達成できない見込み
（一原仮訳）

世界全体のCO2排出

10億tCO2-eq/年

分岐点（ピーク）

（気候変動に関する政府間パネル（IPCC）第6次評価報告書（AR6）
第３作業部会報告書政策決定者向け要約18頁）

現在、世界の国々が掲げている削減目標の総和から
推測される今後の温室効果ガス排出量

２度目標を達成する経路（オーバーシュート（一瞬も
経路を超える排出がなされること）あり））

２度目標を達成する経路（オーバーシュートなし））

１．５度目標を達成する経路（限定的なオーバー
シュートありの場合も含む）



6. 私たちが今すぐにできること

https://www.un.org/en/actnow/

個人でできる活動＋
システムチェンジの双方が大事

考えてみよう！何ができそうですか？
今は目の前の勉強に忙しくても・・・

・（できるときは）気候マーチ等への参加
・パブリックコメントを書こう
・市議会を傍聴しよう
・普段から新聞等の報道に意識を向けよう
・世界の仲間とつながる（英語の練習！）
・桃山と世界をつなぐ

Think Locally, Act Globally



６．（参考）京都気候変動適応センタ―の活動

ご清聴ありがとうございました！

中高生向けのわかりやすい
解説もあります

kccac.jpで検索！
今後の情報発信にご期待ください



７．主要参考文献・ウェブサイト等
（スライドに掲載した以外の者

・J. Samson et al, 2011. “Geographic disparities and moral hazards in the predicted impacts 
of climate change on human populations.”Global Ecology and Biogepgraphy 20(4), 
pp. 532-44

・J.ロックストローム・M.クルム著、竹内和彦ほか訳、2018
「小さな地球の大きな限界 プラネタリー・バウンダリーと持続可能な開発」（丸善出版）

・宇佐美誠、2019「気候正義：地球温暖化に立ち向かう規範理論」（勁草書房）

・IPCC, 2022.  Sixth Assessment Report WG2・WG3 （https://www.ipcc.ch/）

・国立環境研究所ウェブサイト（https://www.nies.go.jp/index.html）

https://www.ipcc.ch/
https://www.nies.go.jp/index.html
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